
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository

Title
真福寺蔵『八名普密陀羅尼経』鎌倉中期点

Author(s)
佐々木, 勇

Citation
訓点語と訓点資料 , 83 : 49 - 63

Issue Date
1990-03-20

DOI

Self DOI

URL
https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00025047

Right

Relation

https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00025047


金
具
福
寺
蔵
　
『
∩
ハ
名
並
日
蜜
陀
縛
維
尼
恵
柾
』
　
鎌
倉
中
期
占
州

一
、
『
八
名
晋
蜜
陀
羅
尼
経
』
に
つ
い
て

『
八
名
普
蜜
陀
羅
尼
経
』
一
巻
は
、
玄
共
三
蔵
（
A
．
D
．
g
O
～
宗
告
の
漢
訳
経
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
経
名
の
通
り
、
釈
迦
が
、
八
名
晋
蜜
陀
羅
尼
の
功
徳
を
金
剛
手
菩
薩
の
た

め
に
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
八
名
を
聴
く
者
は
、
嘗
来
世
に
お
い
て
地
獄
に
堕
ち
ず
、

命
終
に
臨
ん
で
心
身
安
穏
に
し
て
、
諸
偶
を
現
前
に
見
得
る
功
徳
の
有
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
八
名
と
は
、
一
、
功
徳
宝
蔵
・
二
、
荘
象
耳
二
二
、
着
勇
猛
・
四
、
勝
諦
雲
・
五
、

成
俄
然
エ
バ
、
微
妙
色
・
七
、
厳
飾
・
八
、
金
剛
の
八
種
の
名
字
皇
一
己
う
。

『
八
名
普
蜜
陀
羅
尼
経
』
の
経
名
は
、
一
般
に
は
「
ハ
チ
ミ
ヤ
ウ
フ
ミ
ツ
タ
ラ
ュ
キ
ヤ

ウ
」
と
読
ま
れ
、
『
悌
書
解
説
大
辞
典
』
な
ど
に
も
そ
の
見
出
し
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

古
訓
点
資
料
に
よ
れ
ば
、
「
ハ
チ
ベ
イ
ホ
ピ
ッ
ダ
ラ
ン
ヂ
ケ
イ
」
と
い
わ
ゆ
る
「
新
漢
音
」

で
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
八
名
普
蜜
陀
羅
尼
経
』
　
（
以
下
『
八
名
繹
』
と
も
略
す
。
）
の
名
は
、
既
に
『
大
唐

内
典
縁
』
　
（
麟
徳
元
（
宗
吾
年
。
唐
、
道
宣
撰
）
に
見
ら
れ
、
わ
が
国
に
も
玄
共
訳
経
後

間
も
な
く
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
駈
け

（2）

本
経
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
「
一
切
経
」
読
講
の
初
め
で
あ
る
白
雉
二
（
≡
〉
年
の
折

に
、
そ
の
「
一
切
経
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
奈
良
時

代
に
は
写
経
・
読
詞
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
伝
存
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

本
邦
の
史
料
に
『
八
名
普
蜜
陀
羅
尼
経
』
の
名
そ
の
も
の
が
兄
い
だ
せ
る
の
は
、
啓
兄

の
範
囲
で
は
、
天
平
五
（
遠
）
年
の
写
経
目
録
（
『
正
萱
）
が
早
い
例
で
あ
る
。

二
月
冊
目
、
内
望
進
納
、

（略）

佐
々
木
　
　
勇

俳
名
経
一
巻
［
用
紙
八
張
］
　
七
倶
艦
彿
母
心
経
一
巻
【
紙
四
】
　
八
名
経
一
巻

【
紙
二
】
　
六
時
行
道
一
巻
［
紙
≠
八
肯
内
進
大
進
】

以
前
経
都
巻
数
、
専

所
　
御
願
罵
託
、
［
厩
坂
寺
僧
四
百
□
講
説
　
憂
己

（
『
大
日
太
古
文
書
』
七
に
よ
る
。
［
　
］
内
は
、
小
字
割
書
き
。
）

こ
の
後
は
、
比
較
的
多
く
の
写
経
目
録
・
責
進
解
の
中
に
そ
の
経
名
を
兄
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
『
八
名
普
蜜
陀
羅
尼
経
』
は
、
入
沙
捕
試
験
の
予
備
の
た
め
に
『
法
華
遠
監

『
最
勝
王
経
』
　
『
薬
師
経
』
　
『
般
亘
理
弾
圧
　
『
多
心
経
』
な
ど
と
並
ん
で
読
詞
さ
れ
て

い
る
も
の
で
鮎
γ
密
教
蛋
ハ
の
中
で
、
当
時
重
要
視
さ
れ
て
い
た
も
の
の
一
つ
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
ま
で
も
比
較
的
多
く
の
古
写
本
が
伝
存
し
、
そ
の
内
に
は
詳
細
な

訓
点
が
施
さ
れ
た
諸
本
が
存
す
る
こ
と
が
こ
れ
を
裏
付
け
よ
う
。

二
、
『
八
名
晋
聾
の
現
仔
訓
点
本

『
八
名
普
蜜
陀
羅
尼
経
』
の
古
写
本
の
内
、
現
時
点
で
知
り
得
た
訓
点
加
点
本
は
、
左

記
の
二
十
四
点
で
息
等

A
石
山
寺
蔵
保
元
二
三
等
年
失
点
（
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
（
東
大
寺
三
論
宗
点
）
）

〓
切
経
　
第
三
三
函
9
］

旦
只
都
国
光
博
物
館
蔵
貞
応
三
（
－
N
N
e
年
点
（
墨
仮
名
昔
注
・
塁
節
博
士
）
鎌
倉
後
期

頃
点
（
墨
仮
名
昔
注
・
朱
節
博
士
・
朱
声
点
・
朱
合
符
）
　
冨
伽
B
甲
　
重
要
香
出

C
京
都
女
子
大
学
蔵
鎌
倉
初
期
点
（
朱
声
点
・
朱
合
符
）
鎌
倉
中
期
点
（
墨
声
点
・
墨
合

符
・
墨
仮
名
昔
注
）
　
［
翌
－
学
も
〒
三



D
真
福
寺
蔵
鎌
倉
中
期
点
（
朱
声
点
・
墨
仮
名
訓
読
注
・
朱
返
点
・
朱
合
符
）
　
［
第
一
四

台
一
号
］

E
仁
和
寺
蔵
鎌
倉
中
期
点
（
墨
仮
名
昔
注
・
朱
節
博
士
）
南
北
朝
期
点
（
墨
仮
名
昔
注
）

［
桂
圃
八
二
－
二
二

F
三
宝
院
蔵
康
永
三
（
－
∽
£
）
年
占
〓
第
二
二
箱
九
］

G
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
宝
蔵
南
北
朝
期
点
（
朱
声
点
・
朱
節
博
士
・
墨
仮
名
昔
注
・

墨
節
博
士
）
室
町
期
点
（
墨
仮
名
音
注
）
　
二
四
八
七
二

H
東
寺
蔵
明
徳
四
（
－
∽
B
V
年
頃
点
（
朱
声
点
・
墨
収
名
昔
注
・
墨
節
博
士
）
　
【
第
二
三

〇
箱
二
九
号
］

I
東
寺
蔵
応
水
元
（
－
∽
冠
）
年
頃
点
（
朱
声
点
・
墨
仮
名
昔
注
）
　
［
第
一
四
九
箱
二
〇
号
】

J
高
野
山
金
剛
二
昧
院
頑
応
水
八
（
－
合
〇
年
頃
点
［
特
1
3
三
9
】

K
東
寺
蔵
応
永
一
四
〇
台
」
）
年
頃
点
（
朱
声
点
・
墨
仮
名
音
注
）
　
［
第
一
四
九
箱
一
六

号
］

L
醍
醐
寺
蔵
正
長
二
（
－
畠
豊
年
点
［
第
一
四
六
箱
一
八
号
】

M
醍
醐
寺
蔵
水
草
五
（
－
畠
〇
年
点
（
声
点
・
墨
仮
名
昔
注
・
墨
節
博
士
）
　
［
第
二
〇
六

箱
四
号
］

N
醍
醐
寺
蔵
文
買
元
合
食
告
年
点
（
朱
声
点
・
墨
仮
名
昔
注
・
墨
節
博
士
）
　
［
第
二
〇

六
箱
五
号
］

0
東
寺
蔵
幸
徳
元
（
－
畠
N
）
年
点
（
朱
声
点
・
墨
仮
名
昔
注
）
　
［
第
一
四
九
箱
三
七
号
］

P
醍
醐
寺
蔵
文
明
一
六
（
－
畠
〇
年
点
（
基
板
名
書
注
・
畢
白
州
・
墨
節
博
士
）
　
［
第
二

〇
二
箱
九
七
号
］

Q
甘
畢
見
目
門
院
帝
大
永
二
〇
四
N
N
）
年
点
［
第
一
五
箱
】

R
仁
和
寺
蔵
室
町
期
点
（
墨
収
名
昔
注
・
墨
節
博
士
・
朱
戸
口
州
）
　
【
経
蔵
八
二
⊥
〓
］

S
東
寺
蔵
室
町
期
点
（
朱
声
点
・
墨
仮
名
吾
注
）
　
［
第
一
一
一
箱
二
九
号
】

T
醍
醐
寺
蔵
慶
安
二
（
－
監
曽
年
点
（
墨
声
点
・
墨
仮
名
音
注
・
墨
節
博
士
）
　
【
第
二
〇

五
〇

六
箱
三
号
］

U
高
野
山
平
開
頗
蔵
延
宝
三
（
－
の
宗
）
年
点
［
第
一
五
箱
一
二

Ⅴ
東
寺
蔵
元
文
五
（
－
↓
〓
）
年
点
（
朱
声
点
・
墨
節
博
士
）
　
［
第
一
四
五
箱
二
日
ハ
号
］

W
宝
寺
院
前
迄
戸
中
期
点
［
完
部
第
二
宰
相
部
第
五
一
号
］

X
大
覚
寺
蔵
加
点
時
不
明
点

三
、
真
福
寺
本
の
位
置

本
稿
で
取
り
上
げ
た
D
真
福
寺
本
は
、
朱
声
点
・
墨
仮
名
と
も
に
鎌
倉
時
代
甲
期
頃
の

加
点
と
思
わ
れ
、
嬰
仔
諸
本
甲
、
比
較
的
古
い
訓
点
本
で
あ
る
。

そ
の
訓
点
に
つ
い
て
見
る
に
、
朱
声
点
は
、
B
京
都
国
立
博
物
館
蔵
本
以
下
の
諸
本
と

同
様
、
漢
申
孟
日
で
憂
抗
す
る
際
の
当
該
字
の
声
調
並
び
に
清
濁
を
示
し
て
お
り
、
鎌
倉
時

代
に
お
け
る
本
壁
応
訴
の
実
態
を
知
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
一
方
の
墨
の
訓
点
は
、

右
の
朱
声
点
と
は
対
応
せ
ず
、
『
八
名
経
』
太
文
を
訓
読
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
本
経
の

訓
読
資
料
は
、
A
石
山
寺
蔵
保
元
二
（
E
S
）
年
点
し
か
兄
い
だ
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

真
福
寺
本
の
出
現
に
よ
っ
て
、
『
八
名
経
』
が
鎌
倉
時
代
中
期
に
お
い
て
も
訓
読
さ
れ
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
真
福
寺
本
の
訓
点
は
、
本
経
の
訓
読
の
歴
史
、
さ
ら
に
は
、

仏
典
訓
読
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
史
料
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一

本
中
に
、
漢
字
音
に
よ
る
重
訳
の
実
態
と
訓
読
の
実
態
と
を
共
に
記
し
た
資
料
は
、
『
八

名
経
』
の
訓
点
資
料
中
に
は
外
に
存
せ
ず
、
こ
の
点
か
ら
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

四
、
真
福
寺
本
の
書
誌

真
福
寺
蔵
『
八
名
並
基
際
達
厩
藍
の
装
丁
は
、
巻
子
本
で
あ
る
。
首
尾
を
完
存
し
て

お
り
、
二
紙
を
用
じ
て
書
写
し
て
い
る
。
料
紙
は
、
斐
交
じ
り
桔
紙
で
あ
る
。
巻
頭
の
内



題
右
下
に
「
ロ
ロ
院
（
？
）
」
と
、
恐
ら
く
は
本
文
と
同
筆
で
苔
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

本
資
科
が
書
写
さ
れ
た
場
所
あ
る
い
は
、
伝
え
た
寺
院
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
虫

損
の
た
め
判
読
し
か
ね
る
。

外
題
は
、
本
文
と
は
別
の
後
筆
で
「
八
名
経
」
と
あ
る
が
、
内
題
・
尾
題
と
も
に
「
八

名
普
蜜
陀
羅
尼
経
」
と
記
す
。
残
念
な
が
ら
、
奥
書
は
存
し
な
い
。
紙
高
は
、
二
六
．
四

m
、
墨
界
、
界
高
二
〇
．
〇
m
、
界
幅
平
均
二
．
〇
m
で
あ
る
。

本
文
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
書
写
に
か
か
る
と
認
め
ら
れ
、
本
文
書
写
と
同
時
期
と
思

わ
れ
る
墨
点
と
朱
点
（
第
一
次
失
点
）
及
び
、
そ
れ
よ
り
後
の
失
点
（
第
二
次
失
点
）
と

が
付
さ
れ
て
い
る
。

墨
点
は
、
全
巻
に
亙
り
詳
密
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。

第
一
次
朱
点
（
大
振
り
で
淡
い
朱
）
は
、
冒
頭
か
ら
一
五
行
目
ま
で
の
声
点
と
、
全
巻

の
句
切
り
点
及
び
、
内
題
右
肩
の
「
円
裳
凡
釈
」
　
二
行
目
下
の
「
二
枚
」
の
漢
字
と
で

あ
る
。第
二
次
朱
点
（
小
振
り
で
濃
い
朱
）
は
、
一
六
行
目
以
下
の
声
点
と
、
全
巻
を
通
じ
て

存
す
る
返
点
・
合
符
と
で
あ
り
、
特
に
返
点
が
第
一
次
朱
点
の
声
点
の
上
に
重
ね
て
加
点

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
ち
ら
が
後
の
加
点
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

る
。こ
の
墨
点
に
よ
っ
て
、
『
八
名
普
蜜
陀
羅
尼
経
』
の
鎌
倉
時
代
中
期
に
お
け
る
一
訓
法

が
知
ら
翫
ル

（
1
）
字
音
の
系
統

本
資
料
の
墨
点
中
に
は
字
音
注
が
多
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
資
料
訓
読
の
際
の
湧
孟
目

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
全
体
の
字
音
の
系
統
を
知
る
た
め
に
、
声
母
と
韻
と
に
つ
い
て
、
太
資
料
中
の

用
例
を
掲
翫
ルa

、
声
母

五
、
藷
寺
本
の
訓
点

1

　

墨

点

本
資
料
の
墨
点
は
、
そ
の
大
部
分
が
片
仮
名
で
あ
る
が
、
一
例
の
み
、
昔
注
を
類
音
字

（
上
）
を
も
っ
て
注
し
た
例
が
存
す
る
。

疲
鞄
（
三
〇
行
目
）

ま
た
・
二
二
行
目
の
陀
羅
尼
の
二
宇
目
藤
」
に
対
す
る
割
注
の
一
字
日
直
を
見
せ

消
ち
と
し
、
上
欄
に
「
毛
奮
隻
切
」
と
注
す
る
の
も
同
筆
の
墨
点
で
あ
る
と
思
わ
れ

明
母

微
母

泥
母
日
母

声
母

蜜妙弼微忘男達然
当
該
芋

0
0

51＜U25123
654

．
1

艶

本
資
料
の
例

－
9

．
52

、↓、
メ、、、

、－、マナネネ 音
注ツウウンウン

マ
行

マ
行

ナ
行
ナ
行

呉
昔

バ
〝

バ
㌘

タ
だ
ザ
＿

漢
音丁り11打打行

b
、
韻



東東鍾鍾模斉泰腰元元陽 曾
0）
韻直四三四間合朗合間

三

功終縮獄奉用黒田ロ汗Ir
勇普部鵡諦会隠近開園願荘象

当
該
字

本
資
料
の
例79l▲371

20

．

7011－
A
T
18

．

0211抜

．

A
▲
381．▲

03923023131
所
在

53527ク
ー

4
2 8

．03

クシシコフユユユフフ‾フ夕ヱヲコケヲクシサ
音
注

ユユクウウイインンンンワヤウ
クンウ

クシシコフユフ⑳ヱ㊥ケヲクシサ 呉
立ウユユクウウインンンワヤウ

ウクンウ 日

コシシクホヨホ㊧ク①カエクサシ 漢
立ウウクヰウウイワンンンユウヤ

ヨインウ 日
ク

以
上
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
太
資
科
の
墨
点
の
音
注
は
、
a
、
声
母
・
b
、
韻



の
双
方
で
掛
卦
の
特
徴
を
示
す
の
で
あ
る
・
た
だ
一
例
・
b
、
韻
の
尤
槻
四
等
の
菰
〕

は
、
漢
音
形
と
一
致
す
る
が
、
こ
の
字
と
同
一
小
韻
字
の
「
州
」
が
、
『
観
智
院
本
類
衆

名
声
に
・
「
州
⊥
周
串
亘
（
声
点
省
略
）
（
僧
上
九
四
1
2
）
と
空
自
「
シ
ウ
」

と
し
て
登
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
字
に
つ
い
て
は
、
呉
音
形
と
し
て
も
「
シ
ウ
」
が
一
般

的
で
あ
っ
た
可
能
性
も
存
す
る
。

本
資
料
の
古
訓
点
習
料
の
音
注
は
、
B
京
都
国
立
博
物
館
蔵
本
以
下
、
漢
音
系
の
字
音
、

そ
の
中
で
も
伝
来
の
新
し
い
「
乾
望
日
」
を
記
し
て
い
る
が
、
本
資
料
の
墨
点
の
音
注
は
、

呉
音
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
、
他
の
諸
本
と
盃
見
料
と
の
相
違
は
、
本
文
を
字

（甘）

音
で
直
読
す
る
か
、
訓
読
す
る
か
の
別
に
依
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
川
じ

墨
点
は
、
塑
日
の
類
音
字
表
記
を
僅
か
に
一
例
な
が
ら
残
す
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
鎌
倉

時
代
初
期
頃
の
親
本
か
ら
の
移
点
に
よ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
2
）
韻
尾
の
表
記
に
つ
い
て

8
、
n
韻
尾
・
m
親
尾
の
表
記

①
n
韻
尾
を
「
ン
」
表
記
（
ほ
字
2
4
例
）

，
．
′
、
′
　
　
ソ
．
′
え
　
　
ソ
ン

配
3
酢
D
神
7
掴
8
・
掴
9

鮭
川
．
3
5
好
配
1
2
前
賢

恕
射
窮
1
8
窮
空
品
覇
二
野
蒜
覿
影
離
2
9
疲
3
0

3
0
窮

境
瑚

②
n
韻
尾
を
「
ム
」
表
記
（
1
字
2
例
）

．
酢
，
2
5

③
m
韻
尾
を
「
ム
」
表
記
（
8
字
1
0
例
）

祀
2
畢
・
3
0
賢
哲
・
2
9
恐
喝
1
㌢
或
通
鵬
2
0

④
m
韻
尾
を
「
ン
」
表
記
（
1
字
1
例
）

ナ
ン
男
6

右
が
、
太
資
料
に
見
ら
れ
る
n
・
m
韻
尾
表
記
例
の
全
例
で
あ
る
（
た
だ
し
、
音
写
字
・

陀
羅
尼
字
は
除
い
た
）
。
鎌
倉
中
期
と
い
う
書
写
時
期
か
ら
考
え
て
、
原
音
と
対
応
し
な

い
表
記
（
右
の
②
④
）
が
相
当
数
見
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
右
例
の

ご
と
く
比
較
的
占
用
に
か
な
っ
た
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本

b
、
唇
内
入
声
韻
尾
の
表
記

①
胃
人
声
槻
尾
（
p
）
を
「
フ
」
表
記
（
1
字
1
例
）

酎
②
唇
内
入
声
韻
尾
（
p
）
を
「
ウ
」
表
記
（
2
字
3
例
）

業
7
．
9
弼
押

コ
・
り

右
が
、
本
資
料
に
見
ら
れ
る
唇
内
入
声
韻
尾
仮
名
表
記
例
の
全
例
で
あ
る
。
唇
内
入
声
韻

尾
を
「
ウ
」
表
記
す
る
例
は
、
既
に
院
政
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
の
で
臥
旭
特
記
す
べ
き

事
柄
で
は
な
い
が
、
鎌
倉
中
期
書
写
の
一
資
料
の
実
態
と
し
て
示
し
て
お
き
た
い
。

C
、
韻
尾
無
表
記
例

①
鵬
哺
融
萄
し
ト
㌍

②
釘
昭
串
料

僅
か
に
2
字
2
例
で
は
あ
る
が
、
本
点
に
は
右
の
ご
と
く
に
、
韻
尾
を
仮
名
表
記
し
な
い

例
が
存
す
る
。
「
猛
」
は
、
栢
韻
、
「
剛
」
は
、
庸
韻
で
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
・
瑠
韻
尾
字
で

あ
り
、
し
か
も
次
の
童
即
と
一
ま
と
ま
り
に
発
音
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
こ

の
よ
う
な
場
合
に
マ
瑠
韻
尾
が
弱
化
し
、
表
記
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
、
か
つ

て
述
べ
た
こ
と
が
臥
軍
こ
の
2
例
も
、
そ
れ
ら
の
例
に
加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ

う
。

2
　
第
一
次
朱
点

こ
こ
で
は
、
特
に
声
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。



本
市
の
第
一
変
声
点
は
、
「
華
も
敏
郎
」
の
よ
う
に
・
票
で
は
罰

で
訓
読
し
て
い
る
漢
字
に
も
加
点
さ
れ
て
お
り
、
畢
点
の
訓
読
と
は
無
関
係
に
、
字
音
で

直
読
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
声
調
体
系

ま
ず
、
第
一
次
朱
声
点
の
反
映
す
る
声
調
体
系
を
知
る
た
め
に
、
『
広
韻
』
と
の
比
較

を
行
な
う
と
、
後
掲
表
I
の
通
り
で
あ
る
。
（
た
だ
し
、
音
写
字
・
陀
羅
尼
字
に
対
す
る

加
点
例
は
除
外
し
た
。
）

表
I
の
『
広
報
』
の
体
系
と
の
比
較
か
ら
、
次
の
二
点
の
事
柄
が
知
ら
れ
る
。

第
一
に
、
『
広
報
』
の
枠
に
基
本
的
に
は
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
資
料
の
第
一
次

朱
声
点
が
漢
音
系
の
字
音
声
調
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
二
に
、
『
広
報
』
の
枠
か
ら
外
れ
る
も
の
の
中
で
、
『
広
報
』
の
上
声
全
滴
字
が
去

声
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
目
立
ち
、
第
一
次
朱
声
点
の
反
映
す
る
字
音
が
、
唐
岱
長
安
昔

の
中
で
も
新
し
い
部
類
に
属
す
る
い
わ
ゆ
る
「
新
塗
日
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
恕
ル

な
お
、
『
広
報
』
上
声
全
濁
字
で
本
資
料
に
お
い
て
も
上
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
漢

字
は
、
「
是
・
脆
」
の
2
字
2
例
で
あ
り
、
『
広
韻
』
上
声
全
濁
字
で
本
資
料
で
は
去
声

点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
漢
字
は
、
「
善
（
3
例
）
・
受
（
2
例
）
・
後
（
2
例
）
・
在
・

象
」
の
5
字
9
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
上
声
点
が
加
点
さ
れ
た
「
是
・
脆
」
は
、
わ
が
国

の
漢
音
で
は
、
一
音
節
字
で
あ
り
、
去
声
点
が
加
点
さ
れ
た
「
善
・
受
・
後
・
在
・
象
」

は
、
二
音
節
字
で
あ
る
。

筆
者
は
か
つ
て
、
『
要
求
』
の
漢
童
県
正
貨
料
の
一
本
で
あ
る
岩
崎
文
庫
本
の
声
調
が
、
（蛤）

二
音
節
字
と
二
音
節
字
と
で
差
異
の
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
受

具
体
的
に
は
、
「
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
」
及
び
「
；
日
嗣
平
声
軽
字
の
上
声
化
」
と

い
っ
た
事
象
に
つ
い
て
、
二
日
節
字
と
二
音
節
字
と
に
違
い
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
日

本
語
の
音
節
数
の
相
違
に
よ
っ
て
差
異
の
見
ら
れ
る
声
調
変
化
は
、
わ
が
国
で
生
じ
た
声

調
変
化
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
音
系
資
料
の
中
で
も
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
資
料
の
内
に

は
、
わ
が
国
に
お
け
る
声
調
変
化
羞
家
っ
た
も
の
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

右
で
上
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
た
「
是
・
脆
」
の
2
字
も
、
『
広
韻
』
上
声
全
濁
字
が
、

上
声
の
声
調
を
そ
の
ま
ま
に
と
ど
め
た
例
で
は
な
く
、
他
の
字
と
同
様
に
去
声
に
移
行
し

た
声
調
が
伝
え
ら
れ
た
後
に
、
「
三
見
即
去
声
字
の
上
声
化
」
と
い
う
わ
が
国
の
声
調
変

化
に
よ
っ
て
、
再
び
上
声
に
移
行
し
た
例
で
あ
る
と
考
え
た
ほ
う
が
穏
当
の
よ
う
で
あ
る
。

事
実
、
本
資
料
よ
り
も
古
い
声
点
加
点
例
を
有
す
る
C
京
都
女
子
大
学
本
で
は
、
「
是
」

に
は
本
資
料
以
下
の
諸
本
と
同
じ
く
上
声
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
が
、
「
脆
」
に
は
、

去
声
点
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
『
八
名
普
蜜
陀
羅
尼
経
』
読
諦
昔
に
お
い
て
、
古
く
は
去

声
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
例
以
外
に
も
、
盃
見
料
を
含
む
『
八
名
経
』
訓
点
資
料
の
中
に
、
わ
が
国
で
生
じ
た

声
調
変
化
の
例
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
本
稿
の
目
的
の
範
囲
を
越
え
る
た

め
、
今
回
記
述
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

（
2
）
明
母
・
微
母
字
の
声
点

査
見
料
の
明
母
・
微
母
字
の
う
ち
、
第
一
次
架
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の

諸
字
で
あ
る
。

名
1
・
8
・
1
3
・
1
3
・
拍
・
路
・
蜂
・
1
5
・
B
・
1
5
　
蜜
1
・
8
・
9
・
1
3
　
聞
2

無
4
・
4
・
9
　
明
7
　
猛
7
・
拍
　
微
1
5

そ
し
て
、
右
の
諸
字
は
、
総
て
双
点
の
加
点
例
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
例
の
頭
音
が
濁
音
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
右
の
諸
子
の
内
「
名
」
　
「
明
」
　
「
猛
」
の
漢
音
形
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
メ
イ
」

「
メ
イ
」
　
「
マ
ウ
」
で
あ
っ
て
、
当
時
双
点
が
加
点
さ
れ
る
も
の
と
は
異
な
る
。
「
名
」

「
明
」
　
「
猛
」
に
対
す
る
双
点
の
加
点
は
、
こ
れ
ら
の
字
を
そ
れ
ぞ
れ
「
ベ
イ
」
　
「
ベ
イ
」

「
バ
ウ
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
新
漢
音
形
」
で
唱
え
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。



こ
の
点
は
、
（
1
）
声
調
体
系
の
実
態
と
符
合
し
、
第
一
次
朱
声
点
が
垂
望
日
に
よ
る

拙
蛋
声
調
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

ぎ
／
一
石
ア
／
テ
ン
．
冨
T
L
乙
．
イ
′

a
身
心
安
隠
　
見
有

b
廟
一
腰
ノ

（
2
8
行
目
）

ア
／
ン
i
一
テ
手
モ
ル
7
几
ラ

汀
l
下

ト
千
〇
′
マ
つ
コ
ト
　
　
エ
ウ
シ

（
略
）
説
（
略
）
法
声
璃
行
目
）

す

3
　
第
二
次
失
点

本
資
料
に
加
え
ら
れ
た
第
二
次
朱
点
は
、
（
1
）
士
ハ
行
目
以
下
の
声
点
、
（
2
）
全

巻
を
通
し
て
見
ら
れ
る
返
点
、
及
び
（
3
）
全
巻
に
亙
っ
て
見
ら
れ
る
合
符
、
で
あ
る
。

a
の
例
は
1
本
対
「
畢
隠
遁
声
」
と
綾
絹
持
も
の
が
、
一
字
等
つ
ず
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
次
の
b
の
例
は
、
墨
点
が
「
所
願
」
と
音
読
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
本

点
が
「
願
l
（
ス
ル
）
所
一
一
（
ノ
）
」
と
訓
講
じ
て
い
る
例
で
あ
る
。

右
の
二
例
以
外
に
は
、
墨
点
の
訓
読
に
反
す
る
箇
所
は
な
い
。

（
1
）
朱
声
点

第
二
次
朱
声
点
は
、
陀
羅
尼
・
音
訳
字
に
対
す
る
加
点
が
大
部
分
で
あ
る
。
陀
羅
尼
・

音
和
等
丁
を
除
く
声
点
加
点
例
は
、
左
の
3
字
3
例
で
あ
る
。

．
洲
2
0
　
拾
．
鎚
一
切
2
6

こ
の
3
例
は
、
『
広
韻
』
の
声
調
と
は
一
致
せ
ず
、
『
法
華
経
単
字
』
な
ど
の
呉
音
声
調

に
等
し
い
。
本
第
二
次
朱
点
が
、
（
2
）
返
点
（
3
）
合
符
に
よ
っ
て
訓
読
を
示
す
訓
点

で
あ
る
点
と
、
や
は
り
訓
読
す
る
中
で
加
え
ら
れ
た
本
資
料
の
墨
点
の
漢
学
音
が
呉
音
読

を
示
し
て
い
た
毎
（
先
述
）
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
・
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
3
）
合
符

次
に
、
本
資
料
に
見
ら
れ
る
合
符
の
全
例
を
掲
げ
る
。

一
1
時
2
　
無
－
量
4
　
無
－
数
4
　
異
－
類
5
　
上
－
明
－
呪
7
　
事
－
業
8

始
－
終
9
　
受
－
持
9
・
乃
・
3
0
　
歓
「
喜
1
0
　
踊
－
躍
1
0
　
思
－
惟
1
2
　
分
1
別

1
2
　
演
－
説
1
2
往
－
生
1
9
奉
－
事
2
0
　
弼
－
勒
2
0
捨
－
離
鎚
毒
－
心
が

護
－
持
2
7
新
－
近
3
0
読
－
諦
3
0

以
上
、
本
資
料
の
合
符
は
、
訓
読
の
娼
√
一
字
あ
る
い
は
三
字
の
結
び
付
き
を
示
す
も
の

で
あ
っ
て
、
「
促
立
呈
示
と
し
て
の
合
符
」
な
ど
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
本
点
が
訓
読
を

示
す
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
返
点

返
点
は
、
全
巻
に
亙
り
詳
し
く
加
点
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
従
っ
て
全
巻
を
訓
読
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
加
点
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
朱
点
よ
り
も
後
の
加

点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
以
外
は
不
明
で
あ
り
、
い
つ
の
時
点
の
訓
読
法
を
示
す
も
の
か
は
、

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
返
点
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
墨
点
の
訓
読
の

仕
方
と
大
部
分
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
り
、
鎌
倉
中
期
か
ら
さ
ほ
ど
降
ら
な
い
時
期
の
加
点

で
あ
る
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

本
返
点
が
墨
点
の
訓
法
と
一
致
し
な
い
の
は
、
次
の
箇
所
で
あ
る
。

六
、
む
す
ぴ

『
八
名
晋
蜜
陀
羅
尼
経
』
の
字
音
直
話
皆
料
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
比
較
的
多
く
の
も

の
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
真
福
寺
本
は
、
早
い
時
期
の
『
八
名
経
』
読
詞
声
調

を
伝
え
る
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
他
の
訓
点
本
と
の
比
較
に
よ

っ
て
、
『
八
名
普
蜜
肝
道
管
撫
巴
の
音
読
に
見
ら
れ
る
音
の
変
化
を
通
し
て
、
日
本
漢
字

音
の
変
遷
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

五
五



声入 声去 声上 声平
広
韻

垂 軽 重 軽

）2

1っ乙／lヽ

．

t．／

8

日′－．ヽ

t

．′

1

5

1・▲
1（

清

平

声

芝

の′′・・ヽ

）1

1′－ヽ

次
∵
清

）Q
U

8t・．・．J
′1ヽ

濁

）の
乙

－・○

∩乙

3（

、

／

1

っ
J

次

滴

）ク
ー
3（

）0

1

1

1′・．ヽ

）1

1（
清

上

声

ヽ

．／

つ
－
A
－

（

次

清

＝）〈ソーへこ（
濁

1 2

2（

）〈ソ
ー
ハb

1

1′．・l、

次

濁

）8

10（

、

ノ

2

4′．．ヽ

清

去

声

‾

－ノ

ク
ー
3′lヽ

次

清

）6

0
0′．・ヽ

濁

、

ノ

6

7（

）2

5（

ヽ

－′′

∩乙

フ
ー
′．・し

次

濁

）O

A
T

1

1（

、

ノ

3

7（
清

入

声

ヽ

l／

1

1（

次

清

、

ノ
‥

）

7

8

…4

8

／・＼
－

（

）l
▲

1（
濁

）1

1′し

次

濁

（
表
中
上
段
の
数
字
は
異
な
り
字
数
、
下
段
は
延
べ
字
数
で
あ
る
。
空
欄
は
、
用
例
無
し
。
）



注（
1
）
田
中
塊
堂
『
日
本
寅
娃
転
豊
』
に
は
、
「
奈
良
朝
に
於
け
る
一
切
経
書
写
の
内
容

は
時
に
大
唐
内
典
録
（
三
千
三
重
ハ
十
一
巻
）
に
櫨
っ
て
行
は
れ
た
と
思
は
る
ゝ
一
も

の
も
あ
る
が
、
天
平
十
一
年
二
月
十
三
日
及
四
月
一
五
日
の
焉
経
司
啓
に
は
「
合
依

開
元
目
録
応
需
一
一
切
経
律
論
伍
什
韓
拾
捌
巻
」
と
明
記
し
て
ゐ
る
の
で
凡
そ
開
元
録

所
載
の
経
典
と
そ
の
後
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
を
含
め
て
ゐ
る
も
の
と
見
て
よ
い
。
」

二
二
二
頁
）
と
あ
る
。
『
開
元
目
録
』
　
（
『
開
元
釈
教
録
』
）
に
は
、
本
経
の
名

が
存
す
る
。

（
2
）
『
自
重
巨
星
一
竺
二
月
晦
二
夢
味
彗
葺
一
千
＝
ヲ
弔

キ
′

僧
尼
事
詔
t
一
切
経
の
」
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
本
に
よ
る
。
）

（
3
）
石
田
茂
作
『
寓
経
よ
り
見
た
る
奈
艮
朝
仏
教
の
研
究
』
　
（
東
洋
文
庫
論
叢
　
第
十

一
。
昭
和
五
年
五
月
初
版
。
昭
和
四
一
年
七
月
再
版
。
）
一
五
三
貢
参
喝

（
4
）
E
・
M
・
N
・
P
・
R
・
T
の
諸
本
は
、
上
野
学
園
日
査
日
楽
資
料
室
架
蔵
の
紙

焼
写
真
に
よ
り
、
K
・
S
は
、
広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
の
紙

焼
官
亘
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
A
・
F
・
H
・
I
・
J
・
L
・
0
・
Q
・
U
・

Ⅴ
・
W
・
X
の
記
述
は
、
目
録
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
5
）
た
だ
し
、
本
資
料
の
和
訓
点
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
は
、
調
査
・
資
料
の
不
足

の
た
め
、
現
時
点
で
は
避
け
た
い
。

（
6
）
日
本
漢
字
昔
の
呉
音
・
漢
音
の
音
形
に
つ
い
て
は
、
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の

歴
史
』
　
（
裏
口
小
望
出
版
。
昭
和
六
一
年
六
月
。
）
を
参
考
と
し
た
。

（
7
）
算
用
数
字
は
、
所
在
の
行
数
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。

（
8
）
上
・
去
・
入
声
は
、
平
声
韻
目
に
一
括
し
て
取
り
扱
っ
た
。

（
9
）
真
福
寺
本
以
外
の
唯
一
の
訓
読
資
料
で
あ
る
A
石
山
寺
蔵
保
元
二
年
点
に
つ
い
て

の
調
査
を
未
だ
な
し
得
て
い
な
い
た
め
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
国
で

作
製
せ
ら
れ
た
記
録
・
伝
記
及
び
、
本
邦
で
作
製
せ
ら
れ
た
仏
典
中
に
は
漢
音
読
主

体
で
訓
読
し
た
資
料
も
存
す
る
が
（
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
　
『
南
海
寄
帰
内
法

伝
』
　
『
大
唐
西
域
記
』
　
『
文
鏡
秘
府
諭
』
　
『
恵
果
和
尚
之
碑
文
』
　
『
遍
昭
菜
種
性
霊

集
』
な
ど
）
、
本
経
の
ご
と
き
漢
訳
経
の
漢
音
講
習
料
は
、
現
在
知
ら
れ
る
範
囲
で

は
、
字
音
直
読
資
料
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
（
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
　
『
大
楽

金
剛
不
空
真
実
三
摩
耶
経
』
　
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
な
ど
）
。
こ
の
点
は
、
仏
典
の
訓

．
読
・
読
詞
と
日
本
澤
孟
日
の
体
系
と
の
関
係
上
、
興
味
深
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

（
1
0
）
小
林
芳
規
「
訓
点
に
お
け
る
拗
音
表
記
の
沿
革
」
　
（
「
王
朝
芸
子
」
九
号
。
昭
和

三
八
年
一
〇
月
。
）
参
照
。

（
1
1
）
小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
　
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
特

輯
ロ
2
3
。
昭
和
四
六
年
三
月
。
）
な
ど
参
照
。

（
ほ
）
拙
稿
「
呉
音
二
立
見
即
去
声
字
に
対
す
る
上
声
点
加
点
例
に
つ
い
て
」
　
（
「
国
文
学

致
」
第
二
三
号
。
昭
和
六
二
年
三
月
。
）

（
ほ
）
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
　
（
武
蔵
野
書

院
。
昭
和
五
七
年
三
月
。
）
第
二
部
第
五
章
。
同
「
所
謂
掛
彗
日
資
料
と
し
て
の

「
九
方
便
」
　
「
五
悔
」
の
音
読
資
料
に
つ
い
て
」
　
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
七
軸
。

昭
和
五
九
年
五
月
。
）
参
照
。

（
国
）
拙
稿
「
日
露
孟
日
に
於
け
る
声
調
変
化
　
つ
l
l
山
石
崎
文
庫
本
『
台
璽
盟
を
中
心

に
1
　
」
　
（
「
新
大
国
語
」
第
一
四
号
。
昭
和
六
三
年
三
月
。
）

（
1
5
）
1
　
基
点
　
（
1
）
字
音
の
系
統
、
参
照
。

（
1
6
）
注
（
1
3
）
引
用
著
書
、
付
諭
第
二
章
参
照
。
た
だ
し
、
字
音
直
読
資
料
に
お
け
る

合
符
も
、
促
音
の
み
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

［
付
記
］
原
本
の
閲
覧
に
当
た
り
、
真
福
寺
中
吉
工
院
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
他
の
現
存
訓
占
甲
不
の
右
鎧
だ
つ
い
て
は
、
福
島
和
夫
先
生
に
多
く

を
お
教
え
戴
き
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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